
議案第  号 

   宝塚市営霊園条例等の一部を改正する条例の制定について 

 宝塚市営霊園条例等の一部を改正する条例を次のとおり制定するものとする。 

  令和５年（２０２３年） 月  日提出 

                        宝塚市長 山 﨑 晴 恵   

 

宝塚市条例第  号 
宝塚市営霊園条例等の一部を改正する条例 

 （宝塚市営霊園条例の一部改正） 

第１条 宝塚市営霊園条例（平成２９年条例第４６号）の一部を次のように改正する。 

目次中 

「第４章 合葬式墓所の使用（第３３条－第４２条） 

第５章 雑則（第４３条－第４６条） 

第６章 罰則（第４７条）            」を 

「第４章 合葬式墓所の使用（第３３条－第４１条） 

第５章 樹木葬式墓所の使用（第４２条－第５２条） 

第６章 雑則（第５３条－第５６条） 

第７章 罰則（第５７条）            」に改める。 

 第２条第４号中「第９５８条の３」を「第９５８条の２第１項」に改め、同号を同条

第５号とし、同条第３号の次に次の１号を加える。 

(４) 樹木葬式墓所 樹木等を主な墓標とし、その樹木等の周囲に焼骨を埋蔵する墓

所をいう。 

  第４条第１項第２号中「及び合葬式墓所」を「、合葬式墓所及び樹木葬式墓所」に改

める。 

  第６条中「、本市に住所を有する自然人で」及び「の要件」を削り、「ものでなけれ

ばならない」を「自然人（規則で定める場合にあっては、市内に住所を有する者に限

る。）とする」に改め、同条ただし書を削る。 

  第９条の見出し中「返還」を「還付」に改め、同条中「返還しない」を「還付しな

い」に改め、同条ただし書中「返還することができる」を「還付することができる」に

改める。 



  第１３条第２項中「前項本文」を「前項」に改める。 

  第２３条（見出しを含む。）中「返還」を「還付」に改める。 

  第３４条中「に掲げる区分に応じ、当該各号に定める要件」を「のいずれか」に改め、

同条各号を次のように改める。 

(１) 合葬式墓所に埋蔵しようとする焼骨を所持している者 

(２) 自己又は親族の生前において、これらの者の焼骨を埋蔵するために合葬式墓所

を使用する権利（以下「合葬式墓所使用権」という。）を取得しようとする者 

第３５条第３項を削り、同条中第２項を第３項とし、第１項の次に次の１項を加え

る。 

２ 市長は、合葬式墓所の使用許可をするに当たり、霊園の管理上必要な条件を付すこ

とができる。 

  第３６条第５項を同条第６項とし、同条第４項中「前３項」を「前各項」に改め、同

項を同条第５項とし、同条第３項の次に次の１項を加える。 

４ 合葬式墓所の使用許可に係る焼骨の埋蔵は、市がこれを行う。 

第３７条第２項ただし書を次のように改める。 

   ただし、合葬式墓所使用者が合葬式墓所の使用許可を受けた日から起算して５年以

内に第３９条の規定による届出をした場合、合葬式墓所の使用料の５割に相当する額

を還付することができる。 

  第３７条第２項各号を削る。 

第３８条１項中「合葬式墓所使用者」の次に「及びその者の遺族その他の関係者」を

加え、同条第２項中「者」の次に「（以下この条において「合葬式墓所記名板刻字申

請者」という。）」を加え、同条第３項中「記名板に刻字しようとする合葬式墓所使

用者」を「合葬式墓所記名板刻字申請者」に改める。 

第３９条を削り、第４０条を第３９条とし、第４１条を第４０条とし、第４２条を第

４１条とする。 

第４７条を第５７条とする。 

  第６章を第７章とする。 

  第４６条を第５６条とする。 

  第４５条中「及び特別墓所」を「、特別墓所及び樹木葬式墓所（共同埋蔵型墳墓を除

く。）」に改め、同条を第５５条とし、第４４条を第５４条とする。 



  第４３条第１項中「及び合葬式墓所使用者」を「、合葬式墓所使用者及び樹木葬式墓

所使用者」に、「又は合葬式墓所使用許可証」を「、合葬式墓所使用許可証又は樹木葬

式墓所使用許可証」に改め、同条第２項を削り、同条を第５３条とする。 

第５章を第６章とする。 

第４章の次に次の１章を加える。 

  第５章 樹木葬式墓所の使用 

（樹木葬式墓所の施設） 

第４２条 樹木葬式墓所に、次の各号に掲げる墳墓及び記名板を置く。 

(１) 共同埋蔵型墳墓 

(２) 大型シンボルツリー型墳墓 

(３) 小型シンボルツリー型墳墓 

(４) ガーデニング型墳墓 

（樹木葬式墓所使用者の範囲） 

第４３条 樹木葬式墓所を使用することができる者は、次の各号のいずれかに該当す

る自然人とする。ただし、市長が特に必要があると認めるときは、この限りでない。 

(１) 樹木葬式墓所に埋蔵しようとする焼骨を所持している者 

(２) 自己又は親族の生前において、これらの者の焼骨を埋蔵するために樹木葬式 

墓所を使用する権利（以下「樹木葬式墓所使用権」という。）を取得しようとす

る者 

（樹木葬式墓所の使用許可等） 

第４４条 樹木葬式墓所を使用しようとする者は、あらかじめ市長に申請し、その許

可を受けなければならない。 

２ 前項の規定による樹木葬式墓所の使用許可（以下「樹木葬式墓所使用許可」とい

う。）は、その使用場所を指定して行い、原則として申請者１人につき１箇所とす

る。 

３ 市長は、樹木葬式墓所使用許可をするに当たり、霊園の管理上必要な条件を付す

ことができる。 

４ 市長は、樹木葬式墓所使用許可を受けた者（以下「樹木葬式墓所使用者」とい

う。）に、宝塚市営霊園樹木葬式墓所使用許可証（以下「樹木葬式墓所使用許可

証」という。）を交付する。 



５ 小型シンボルツリー型墳墓及びガーデニング型墳墓の使用許可の期間は、２０年

とする。 

６ 小型シンボルツリー型墳墓又はガーデニング型墳墓の使用許可を受けた場合にお

いて、前項に定める使用期間の経過後は、当該樹木葬式墓所使用許可を共同埋蔵型

墳墓の使用許可とする。 

（樹木葬式墓所への埋蔵） 

第４５条 樹木葬式墓所には、樹木葬式墓所使用許可に係る焼骨に限り、埋蔵するこ

とができる。 

２ 共同埋蔵型墳墓の使用許可に係る焼骨の埋蔵及び次項の規定による改葬は、市が

これを行う。 

３ 小型シンボルツリー型墳墓及びガーデニング型墳墓に焼骨を埋蔵する場合におい

て、前条第５項に定める使用期間の経過後は、当該焼骨を共同埋蔵型墳墓に改葬す

るものとする。 

４ 前項の場合において、共同埋蔵型墳墓への改葬に要する費用は、市が負担する。 

５ 前各項に規定するもののほか、樹木葬式墓所への焼骨の埋蔵に関し必要な事項は、

規則で定める。 

（樹木葬式墓所使用料） 

第４６条 樹木葬式墓所使用者は、別表第４に掲げる額に消費税率及び地方消費税率

の合計に１を加えた率を乗じて得た額（以下「樹木葬式墓所使用料」という。）を

使用許可の際納付しなければならない。ただし、第４４条第６項の規定により共同

埋蔵型墳墓の使用許可を受けた場合については、この限りでない。 

２ 既納の樹木葬式墓所使用料は、還付しない。ただし、樹木葬式墓所使用者が樹木

葬式墓所の使用許可を受けた日から起算して５年以内に第５０条の規定による届出

をした場合は、樹木葬式墓所使用料の５割に相当する額を還付することができる。 

（樹木葬式墓所における石板の造営） 

第４７条 樹木葬式墓所使用者（共同埋蔵型墳墓の使用許可を受けた者（以下「共同

埋蔵型墳墓使用者」という。）を除く。次項、第４９条及び第５２条において同

じ。）は、規則で定める基準に従い樹木葬式墓所に家名等を刻字した石板（以下

「石板」という。）の造営を行うことができる。 

２ 樹木葬式墓所使用者は、前項の規定により石板の造営を行おうとするときは、あ



らかじめ市長の承認を受けなければならない。 

（記名板への刻字等） 

第４８条 共同埋蔵型墳墓使用者及びその者の遺族その他の関係者は、規則で定める

ところにより、記名板に氏名その他の事項を刻字することができる。 

２ 前項の規定により記名板に刻字しようとする者（以下この条において「樹木葬式

墓所記名板刻字申請者」という。）は、規則で定めるところにより、市長に申請し、

その許可を受けなければならない。 

３ 樹木葬式墓所記名板刻字申請者は、規則で定める額に消費税率及び地方消費税率

の合計に１を加えた率を乗じて得た額（以下「記名板使用料」という。）を規則で

定める期限までに納付しなければならない。 

４ 既納の記名板使用料は、還付しない。 

（樹木葬式墓所の返還） 

第４９条 樹木葬式墓所使用者は、樹木葬式墓所を使用する必要がなくなったときは、

市長に届け出て、直ちに当該樹木葬式墓所を市に返還しなければならない。 

２ 前項の規定により返還された樹木葬式墓所の原状回復は、市がこれを行う。 

（樹木葬式墓所の使用の取りやめ） 

第５０条 樹木葬式墓所使用者は、樹木葬式墓所に焼骨が埋蔵されていない場合（大型

シンボルツリー型墳墓、小型シンボルツリー型墳墓及びガーデニング型墳墓の使用許

可を受けた者にあっては、石板の造営を行っていない場合に限る。）において、樹木

葬式墓所を使用する必要がなくなったときは、速やかに、その旨を市長に届け出なけ

ればならない。 

（樹木葬式墓所の使用の取消し） 

第５１条 市長は、樹木葬式墓所使用者（共同埋蔵型墳墓使用者にあっては、当該墳

墓に焼骨を埋蔵していない者に限る。）が次の各号のいずれかに該当するときは、

樹木葬式墓所使用許可を取り消すことができる。 

(１) 墓地、埋葬等に関する法律その他の関係法令又はこの条例の規定に違反したと

き。 

(２) 樹木葬式墓所使用権を第三者に譲渡し、又は転貸したとき。 

(３) 樹木葬式墓所使用権を第三者に譲渡する目的をもって許可を受けたと認められ

るとき。 



(４) 偽りその他不正な行為により使用許可を受けたとき。 

（焼骨の返還） 

第５２条 市長は、樹木葬式墓所使用者から埋蔵した焼骨の返還請求があった場合は、

当該焼骨を当該樹木葬式墓所使用者に返還する。 

２ 前項の場合において、樹木葬式墓所使用者は、焼骨の返還後直ちに第４９条の規

定に基づき当該樹木葬式墓所を市に返還しなければならない。 

３ 共同埋蔵型墳墓に埋蔵された焼骨は、返還しない。 

  附則第５項を削る。 

  別表第３の次に次の１表を加える。 

別表第４（第４６条関係） 

区分 金額 

共同埋蔵型墳墓 ２００，０００円 

大型シンボルツリー型墳墓 ８００，０００円 

小型シンボルツリー型墳墓 ５００，０００円 

ガーデニング型墳墓 ７００，０００円 

 （宝塚市営霊園条例の一部を改正する条例の一部改正） 

第２条 宝塚市営霊園条例の一部を改正する条例（平成２９年条例第２５号）の一部を次

のように改正する。 

  附則第２項中「宝塚市営霊園条例」を「第８条」に改め、「使用料及び」及び「永代

使用料及び」を削り、附則に次の１項を加える。 

 ３ 改正後の第１０条の２の規定は、平成２９年９月１日前に霊園の使用許可の申請を

した者（令和６年１月１日以後に使用場所を返還したものに限る。）及び平成２９年

９月１日以後に霊園の使用許可の申請をした者に係る永代使用料及び永代管理料又は

使用料及び管理料の還付について適用し、同日前に霊園の使用許可の申請をした者

（令和６年１月１日以後に使用場所を返還したものを除く。）に係る永代使用料及び

永代管理料の還付については、なお従前の例による。 

   附 則 

この条例は、令和５年４月１日から施行する。ただし、第１条中附則第５項を削る改正

規定及び第２条の規定は、令和６年１月１日から施行する。 



議案第  号 

   宝塚市営霊園条例等の一部を改正する条例の制定について 

宝塚市営霊園条例(平成29年条例第46号)新旧対照表(第1条による改正関係) 

現行 改正案 

目次 目次 

第1章 総則(第1条―第4条) 第1章 総則(第1条―第4条) 

第2章 普通墓所の使用(第5条―第18条) 第2章 普通墓所の使用(第5条―第18条) 

第3章 特別墓所の使用(第19条―第32条) 第3章 特別墓所の使用(第19条―第32条) 

第4章 合葬式墓所の使用(第33条―第42条) 第4章 合葬式墓所の使用(第33条―第41条) 

第5章 雑則(第43条―第46条) 第5章 樹木葬式墓所の使用(第42条―第52

条) 

第6章 罰則(第47条) 第6章 雑則(第53条－第56条) 

 第7章 罰則(第57条) 

附則 附則 

(定義) (定義) 

第2条 この条例において、次の各号に掲げる

用語の意義は、当該各号に定めるところによ

る。 

第2条 この条例において、次の各号に掲げる

用語の意義は、当該各号に定めるところによ

る。 

(1)～(3) （略） (1)～(3) （略） 

 (4) 樹木葬式墓所 樹木等を主な墓標と

し、その樹木等の周囲に焼骨を埋蔵する墓

所をいう。 

(4) 祭祀承継者 祭祀を主宰する者に係る

相続人、親族(民法第725条に規定する親族

をいう。以下同じ。)、同法第958条の3 

 に規定する特別縁故者又は同法第897条

の規定による承継者をいう。 

(5) 祭祀承継者 祭祀を主宰する者に係る

相続人、親族(民法第725条に規定する親族

をいう。以下同じ。)、同法第958条の2第1

項に規定する特別縁故者又は同法第897条

の規定による承継者をいう。 

(墓所及び施設) (墓所及び施設) 

第4条 霊園には次の各号に掲げる霊園の区分

に応じ、当該各号に定める墓所を置く。 

第4条 霊園には次の各号に掲げる霊園の区分

に応じ、当該各号に定める墓所を置く。 

(1) （略） (1) （略） 

(2) 宝塚市立宝塚すみれ墓苑 普通墓所、

特別墓所及び合葬式墓所               

(2) 宝塚市立宝塚すみれ墓苑 普通墓所、

特別墓所、合葬式墓所及び樹木葬式墓所 

2 （略） 2 （略） 

 (普通墓所の使用者の範囲)  (普通墓所の使用者の範囲) 

第6条 普通墓所を使用することができる者

は、本市に住所を有する自然人で、次の各号

のいずれかの要件に該当するものでなけれ

ばならない              

         。ただし、規則で定める

場合は、この限りでない。 

第6条 普通墓所を使用することができる者

は              、次の各号

のいずれか   に該当する自然人（規則で

定める場合にあっては、市内に住所を有する

者に限る。）とする。 

 

(1)～(3) （略） (1)～(3) （略） 

 (普通墓所使用料等の返還)  (普通墓所使用料等の還付) 



第9条 既納の普通墓所使用料及び普通墓所管

理料は、返還しない。ただし、市長は、普通

墓所使用者が普通墓所使用許可を受けた日

から起算して5年以内に未使用の普通墓所を

返還した場合(第15条の規定により普通墓所

使用許可を取り消されたときを除く。)に限

り、納付した普通墓所使用料(別表第1備考に

定めるカロート使用料を除く。)の5割に相当

する額を返還することができる。 

第9条 既納の普通墓所使用料及び普通墓所管

理料は、還付しない。ただし、市長は、普通

墓所使用者が普通墓所使用許可を受けた日

から起算して5年以内に未使用の普通墓所を

返還した場合(第15条の規定により普通墓所

使用許可を取り消されたときを除く。)に限

り、納付した普通墓所使用料(別表第1備考に

定めるカロート使用料を除く。)の5割に相当

する額を還付することができる。 

(普通墓所の返還) (普通墓所の返還) 

第13条 （略） 第13条 （略） 

2 市長は、普通墓所使用者が前項本文に規定

する措置を行わないときは、当該普通墓所を

原状に回復し、その費用を普通墓所使用者か

ら徴収することができる。 

2 市長は、普通墓所使用者が前項    に規定

する措置を行わないときは、当該普通墓所を

原状に回復し、その費用を普通墓所使用者か

ら徴収することができる。 

 (特別墓所使用料等の返還)  (特別墓所使用料等の還付) 

第23条 既納の特別墓所使用料及び特別墓所

管理料は、返還しない。 

第23条 既納の特別墓所使用料及び特別墓所

管理料は、還付しない。 

(合葬式墓所使用者の範囲) (合葬式墓所使用者の範囲) 

第34条 合葬式墓所を使用することができる

者は、次の各号に掲げる区分に応じ、当該各

号に定める要件に該当する自然人とする。た

だし、市長が特に必要があると認めるとき

は、この限りでない。 

第34条 合葬式墓所を使用することができる

者は、次の各号のいずれか                

              に該当する自然人とする。た

だし、市長が特に必要があると認めるとき

は、この限りでない。 

(1) 合葬式墓所に埋蔵しようとする焼骨を

現に所持している者 当該焼骨に係る祭

祀の主宰者であること。 

(1) 合葬式墓所に埋蔵しようとする焼骨を

所持している者 

(2) 自己又は親族の生前において、これら

の者(以下「合葬予定者」という。)の焼骨

を埋蔵するために合葬式墓所を使用する

権利(以下「合葬式墓所使用権」という。)

を取得しようとする者 次のいずれかの

要件に該当する者であること(自己の焼骨

を埋蔵しようとする場合にあっては自己

の焼骨に係る祭祀を主宰することとなる

者がいるとき、親族の焼骨を埋蔵しようと

する場合にあっては使用者自らが祭祀を

主宰することとなるときに限る。)。 

ア 合葬予定者が本市に住所を有するこ

と。 

イ 使用者が本市に住所を有し、かつ、合

葬予定者が65歳以上であること。 

(2) 自己又は親族の生前において、これら

の者の焼骨を埋蔵するために合葬式墓所

を使用する権利(以下「合葬式墓所使用権」

という。)を取得しようとする者 

(合葬式墓所の使用許可等) (合葬式墓所の使用許可等) 

第35条 （略） 第35条 （略） 

 2 市長は、合葬式墓所の使用許可をするに当

たり、霊園の管理上必要な条件を付すことが



できる。 

2 （略） 3 （略） 

3 市長は、合葬式墓所の管理運営上必要があ

ると認めるときは、第1項の許可に際し、条

件を付すことができる。 

 

 (合葬式墓所への埋蔵)  (合葬式墓所への埋蔵) 

第36条 （略） 第36条 （略） 

2・3 （略） 2・3 （略） 

 4 合葬式墓所の使用許可に係る焼骨の埋蔵

は、市がこれを行う。 

4 前3項に規定するもののほか、合葬式墓所 

への焼骨の埋蔵に関し必要な事項は、規則で

定める。 

5 前各項に規定するもののほか、合葬式墓所

への焼骨の埋蔵に関し必要な事項は、規則で

定める。 

5 （略） 6 （略） 

 (合葬式墓所使用料)  (合葬式墓所使用料) 

第37条 （略） 第37条 （略） 

2 既納の合葬式墓所使用料は、還付しない。

ただし、次の各号に掲げる場合に該当すると

きは、当該各号に定める額を還付することが

できる。 

2 既納の合葬式墓所使用料は、還付しない。

ただし、合葬式墓所使用者が合葬式墓所の使

用許可を受けた日から起算して5年以内に第

39条の規定による届出をした場合、合葬式墓

所の使用料の5割に相当する額を還付するこ

とができる。 

(1) 合葬式墓所使用者が合葬式墓所の使用

許可を受けた日から起算して5年以内に第

40条の規定による届出をした場合 合葬

式墓所使用料の5割に相当する額 

 

 (2) 前号に掲げる場合のほか、市長が特に

必要があると認める場合 合葬式墓所使

用料の全部又は一部 

 

 (記名板への刻字等)  (記名板への刻字等) 

第38条 合葬式墓所使用者        

       は、規則で定めるところによ

り、記名板に氏名その他の事項を刻字するこ

とができる。 

第38条 合葬式墓所使用者及びその者の遺族

その他の関係者は、規則で定めるところによ

り、記名板に氏名その他の事項を刻字するこ

とができる。 

2 前項の規定により記名板に刻字しようとす

る者                 

            は、規則で定める

ところにより、市長に申請し、その許可を受

けなければならない。 

2 前項の規定により記名板に刻字しようとす

る者(以下この条において「合葬式墓所記名

板刻字申請者」という。)は、規則で定める

ところにより、市長に申請し、その許可を受

けなければならない。 

3 記名板に刻字しようとする合葬式墓所使用

者は、規則で定める額に消費税率及び地方消

費税率の合計に1を加えた率を乗じて得た額

(以下「記名板使用料」という。)を規則で定

める期限までに納付しなければならない。 

3 合葬式墓所記名板刻字申請者      

 は、規則で定める額に消費税率及び地方消

費税率の合計に1を加えた率を乗じて得た額

(以下「記名板使用料」という。)を規則で定

める期限までに納付しなければならない。 

4 （略） 4 （略） 



 (合葬式墓所使用権の承継)   

第39条 合葬式墓所に焼骨が埋蔵されていな

い場合において、合葬式墓所使用者の死亡そ

の他の理由により合葬式墓所使用権を承継

しようとする祭祀承継者は、市長の承認を受

けなければならない。 

 

2 前項の規定により承認を受けようとする者

は、規則で定めるところにより、その事由発

生後速やかに市長に申請しなければならな

い。 

 

 (合葬式墓所の使用の取りやめ)  (合葬式墓所の使用の取りやめ) 

第40条 （略） 第39条 （略） 

 (合葬式墓所の使用許可の取消し)  (合葬式墓所の使用許可の取消し) 

第41条 （略） 第40条 （略） 

 (焼骨の返還)  (焼骨の返還) 

第42条 （略） 第41条 （略） 

 第5章 樹木葬式墓所の使用 

 (樹木葬式墓所の施設) 

第42条 樹木葬式墓所に、次の各号に掲げる墳

墓及び記名板を置く。 

(1) 共同埋蔵型墳墓 

(2) 大型シンボルツリー型墳墓 

(3) 小型シンボルツリー型墳墓 

(4) ガーデニング型墳墓 

 (樹木葬式墓所使用者の範囲) 

第43条 樹木葬式墓所を使用することができ

る者は、次の各号のいずれかに該当する自然

人とする。ただし、市長が特に必要があると

認めるときは、この限りでない。 

(1) 樹木葬式墓所に埋蔵しようとする焼骨

を所持している者 

(2) 自己又は親族の生前において、これら

の者の焼骨を埋蔵するために樹木葬式墓

所を使用する権利(以下「樹木葬式墓所使

用権」という。)を取得しようとする者 

 (樹木葬式墓所の使用許可等) 

第44条 樹木葬式墓所を使用しようとする者

は、あらかじめ市長に申請し、その許可を受

けなければならない。 

2 前項の規定による樹木葬式墓所の使用許可

(以下「樹木葬式墓所使用許可」という。)

は、その使用場所を指定して行い、原則とし

て申請者1人につき1箇所とする。 

 3 市長は、樹木葬式墓所使用許可をするに当

たり、霊園の管理上必要な条件を付すことが

できる。 



 4 市長は、樹木葬式墓所使用許可を受けた者

(以下「樹木葬式墓所使用者」という。)に、

宝塚市営霊園樹木葬式墓所使用許可証(以下

「樹木葬式墓所使用許可証」という。)を交

付する。 

 5 小型シンボルツリー型墳墓及びガーデニン

グ型墳墓の使用許可の期間は、20年とする。 

 6 小型シンボルツリー型墳墓又はガーデニン

グ型墳墓の使用許可を受けた場合において、

前項に定める使用期間の経過後は、当該樹木

葬式墓所使用許可を共同埋蔵型墳墓の使用

許可とする。 

 (樹木葬式墓所への埋蔵) 

第45条 樹木葬式墓所には、樹木葬式墓所使用

許可に係る焼骨に限り、埋蔵することができ

る。 

2 共同埋蔵型墳墓の使用許可に係る焼骨の埋

蔵及び次項の規定による改葬は、市がこれを

行う。 

3 小型シンボルツリー型墳墓及びガーデニン

グ型墳墓に焼骨を埋蔵する場合において、前

条第5項に定める使用期間の経過後は、当該

焼骨を共同埋蔵型墳墓に改葬するものとす

る。 

4 前項の場合において、共同埋蔵型墳墓への

改葬に要する費用は、市が負担する。 

5 前各項に規定するもののほか、樹木葬式墓

所への焼骨の埋蔵に関し必要な事項は、規則

で定める。 

 (樹木葬式墓所使用料) 

第46条 樹木葬式墓所使用者は、別表第4に掲

げる額に消費税率及び地方消費税率の合計

に1を加えた率を乗じて得た額(以下「樹木葬

式墓所使用料」という。)を使用許可の際納

付しなければならない。ただし､第44条第6

項の規定により共同埋蔵型墳墓の使用許可

を受けた場合については､この限りでない｡ 

2 既納の樹木葬式墓所使用料は、還付しない。

ただし、樹木葬式墓所使用者が樹木葬式墓所

の使用許可を受けた日から起算して5年以内

に第50条の規定による届出をした場合は、樹

木葬式墓所使用料の5割に相当する額を還付

することができる。 

 (樹木葬式墓所における石板の造営) 

第47条 樹木葬式墓所使用者(共同埋蔵型墳墓

の使用許可を受けた者(以下「共同埋蔵型墳

墓使用者」という。)を除く。次項、第49条



及び第52条において同じ。)は、規則で定め

る基準に従い樹木葬式墓所に家名等を刻字

した石板（以下「石板」という。）の造営を

行うことができる。 

2 樹木葬式墓所使用者は、前項の規定により

石板の造営を行おうとするときは、あらかじ

め市長の承認を受けなければならない。 

 (記名板への刻字等) 

第48条 共同埋蔵型墳墓使用者及びその者の

遺族その他の関係者は、規則で定めるところ

により、記名板に氏名その他の事項を刻字す

ることができる。 

2 前項の規定により記名板に刻字しようとす

る者(以下この条において「樹木葬式墓所記

名板刻字申請者」という。)は、規則で定め

るところにより、市長に申請し、その許可を

受けなければならない。 

3 樹木葬式墓所記名板刻字申請者は、規則で

定める額に消費税率及び地方消費税率の合

計に1を加えた率を乗じて得た額(以下「記名

板使用料」という。)を規則で定める期限ま

でに納付しなければならない。 

4 既納の記名板使用料は、還付しない。 

 (樹木葬式墓所の返還) 

第49条 樹木葬式墓所使用者は、樹木葬式墓所

を使用する必要がなくなったときは、市長に

届け出て、直ちに当該樹木葬式墓所を市に返

還しなければならない。 

2 前項の規定により返還された樹木葬式墓所

の原状回復は、市がこれを行う。 

 (樹木葬式墓所の使用の取りやめ) 

第50条 樹木葬式墓所使用者は、樹木葬式墓所

に焼骨が埋蔵されていない場合(大型シンボ

ルツリー型墳墓、小型シンボルツリー型墳墓

及びガーデニング型墳墓の使用許可を受け

た者にあっては、石板の造営を行っていない

場合に限る。)において、樹木葬式墓所を使

用する必要がなくなったときは、速やかに、

その旨を市長に届け出なければならない。 

 (樹木葬式墓所の使用の取消し) 

第51条 市長は、樹木葬式墓所使用者(共同埋

蔵型墳墓使用者にあっては、当該墳墓に焼骨

を埋蔵していない者に限る。)が次の各号の

いずれかに該当するときは、樹木葬式墓所使

用許可を取り消すことができる。 

(1) 墓地、埋葬等に関する法律その他の関

係法令又はこの条例の規定に違反したと



き。 

(2) 樹木葬式墓所使用権を第三者に譲渡

し、又は転貸したとき。 

(3) 樹木葬式墓所使用権を第三者に譲渡す

る目的をもって許可を受けたと認められ

るとき。 

(4) 偽りその他不正な行為により使用許可

を受けたとき。 

 (焼骨の返還) 

第52条 市長は、樹木葬式墓所使用者から埋蔵

した焼骨の返還請求があった場合は、当該焼

骨を当該樹木葬式墓所使用者に返還する。 

2 前項の場合において、樹木葬式墓所使用者

は、焼骨の返還後直ちに第49条の規定に基づ

き当該樹木葬式墓所を市に返還しなければ

ならない。 

3 共同埋蔵型墳墓に埋蔵された焼骨は、返還

しない。 

   第5章 雑則 第6章 雑則 

(霊園使用許可証等の書換え) (霊園使用許可証等の書換え) 

第43条 普通墓所使用者、特別墓所使用者及び

合葬式墓所使用者          は、

霊園使用許可証又は合葬式墓所使用許可証

           (以下「霊園使用許

可証等」という。)に記載された事項に変更

が生じたときは、市長に届け出て、霊園使用

許可証等の書換えを受けなければならない。 

第53条 普通墓所使用者、特別墓所使用者、合

葬式墓所使用者及び樹木葬式墓所使用者は、

霊園使用許可証、合葬式墓所使用許可証又は

樹木葬式墓所使用許可証(以下「霊園使用許

可証等」という。)に記載された事項に変更

が生じたときは、市長に届け出て、霊園使用

許可証等の書換えを受けなければならない。 

2 第12条の規定により普通墓所使用権を承継

する者、第26条の規定により特別墓所使用権

を承継する者及び第39条の規定により合葬

墓所使用権を承継する者は、市長に届け出て

霊園使用許可証等の書換えを受けなければ

ならない。 

 

(行為の制限) (行為の制限) 

第44条 （略） 第54条 （略） 

(損害負担) (損害負担) 

第45条 市長は、普通墓所及び特別墓所   

               の使用許

可後に生じた墳墓、墓碑、形像類その他の工

作物及び建築物に関する損害については、賠

償の責めを負わない。 

第55条 市長は、普通墓所、特別墓所及び樹木

葬式墓所(共同埋蔵型墳墓を除く。)の使用許

可後に生じた墳墓、墓碑、形像類その他の工

作物及び建築物に関する損害については、賠

償の責めを負わない。 

(委任) (委任) 

第46条 （略） 第56条 （略） 

第6章 罰則 第7章 罰則 

第47条 （略） 第57条 （略） 



附 則 附 則 

5 宝塚市営霊園条例の一部を改正する条例

(平成29年条例第25号)附則第2項の規定によ

りなお従前の例によることとされた平成29

年9月1日前に宝塚市営西山霊園及び宝塚市

営長尾山霊園の使用許可の申請をした者に

係る永代使用料及び永代管理料については、

なお従前の例による。 

 

 別表第4(第46条関係) 

 表（略） 



宝塚市営霊園条例の一部を改正する条例(平成29年条例第25号)新旧対照表(第2条による改正関

係) 

現行 改正案 

附 則 附 則 

 (経過措置)  (経過措置) 

2 改正後の宝塚市営霊園条例の規定は、平成 

29年9月1日以後に霊園の使用許可の申請を

する者に係る使用料及び管理料について適

用し、同日前に霊園の使用許可の申請をした

者に係る永代使用料及び永代管理料につい

ては、なお従前の例による。 

2 改正後の第8条      の規定は、平成

29年9月1日以後に霊園の使用許可の申請を

する者に係る     管理料について適

用し、同日前に霊園の使用許可の申請をした

者に係る       永代管理料につい

ては、なお従前の例による。 

 3 改正後の第10条の2の規定は､平成29年9月1

日前に霊園の使用許可の申請をした者(令和

6年1月1日以後に使用場所を返還したものに

限る｡)及び平成29年9月1日以後に霊園の使

用許可の申請をした者に係る永代使用料及

び永代管理料又は使用料及び管理料の還付

について適用し､同日前に霊園の使用許可の

申請をした者(令和6年1月1日以後に使用場

所を返還したものを除く｡)に係る永代使用

料及び永代管理料の還付については､なお従

前の例による｡ 

 



令和 5年（2023年）1月 30日 

都市経営会議 資料 

 

宝塚市営霊園条例等の一部改正について（概要） 

 

環境部 生活環境課 

 

１ 改正の理由・経緯 

宝塚市営霊園事業計画の見直しに伴い、より市民ニーズに即した柔軟な市営霊園の経営を行

うため、宝塚市営霊園条例等の一部を改正するものです。 

 

２ 宝塚市営霊園条例の一部改正のポイント 

（１） 樹木葬式墓所に係る規定の追加（第４２条から第５２条まで） 

ア 樹木葬式墓所の概要 

   種   別 使用料の金額（税別） 使用期間 

共同埋蔵型墳墓  ２００，０００円 永年 

大型シンボルツリー型墳墓  ８００，０００円 永年 

小型シンボルツリー型墳墓  ５００，０００円 許可日から２０年間 

ガーデニング型墳墓  ７００，０００円 許可日から２０年間 

※ 小型シンボルツリー型墳墓及びガーデニング型墳墓に埋蔵した焼骨は、２０年の

使用期間経過後共同埋蔵型墳墓に改葬する。 

 

イ 使用者の範囲 制限なし（祭祀主催者に係る要件等なし） 

 

（２） 長尾山霊園普通墓所に係る使用者の範囲の緩和（第６条関係） 

現在、長尾山霊園普通墓所は市民の使用に限定していますが、ここ数年の貸出数の減

少傾向を踏まえて、市外在住者を新たに使用対象者に加えます。 

 

（３） 合葬式墓所に係る使用者の範囲の緩和等（第３４条関係） 

現在、合葬式墓所については自己の生前申込を行う場合、市内居住要件及び親族を祭

祀主催予定者として定める要件などがありますが、使用件数の増加を図るため、今回、

合葬式墓所の生前申込条件から居住地、祭祀主催予定者及び年齢に係る規定を廃止しま

す。 

 

３ 宝塚市営霊園条例の一部を改正する条例の一部改正のポイント 

（１） 長尾山霊園及び西山霊園に係る墓所返還に伴う還付金の見直し（第２条の改正規定） 

宝塚市営霊園条例の一部を改正する条例（平成２９年条例第２５号）の経過措置によ

り、現在、平成２９年９月１日以前に霊園の使用許可の申請をした者が普通墓所を返還

した場合、既納の使用料の半額を還付していますが、近年長尾山霊園の区画の返還が増

加し、当該返還に伴う使用料の還付金の額が霊園の経営上課題となっていることから、



令和６年（２０２４年）１月１日以降の返還に伴う使用料の還付を廃止します。 

 

(２) 平成２９年９月１日以後に使用許可を受けた長尾山霊園の普通墓所及び宝塚すみれ墓

苑の普通墓所の返還に伴う使用料の還付については、使用許可の日から起算して５年以

内に未使用の普通墓所を返還した場合に既納の使用料の半額を還付します。 

 

４ 施行期日 

 （１） 第１条の規定（附則第５項を削る改正規定を除く。） 令和５年４月１日 

（２） 第２条の規定（第１条中附則第５項を削る改正規定を含む。） 令和６年１月１日  

 






